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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な

り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
組
合
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
コ
レ
ラ
）
や
九
州
地
方
の
豪

雨
や
度
重
な
る
台
風
の
影
響
で
、
農
業
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
保
険
の

役
割
は
益
々
、
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新

た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
創
設
さ
れ
た
収
入
保

険
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
農
業
経
営
を
支
え
る
大
き

な
柱
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も     

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
農
業
保
険
を
通
し
て
、
地
域
の
農
業
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

損
害
評
価
会
委
員
並
び
に
損
害
評
価
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
損
害
評
価

に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
、
猛
暑
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
激

化
し
て
お
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
自
ら
の

経
営
に
即
し
た
農
業
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
で
、

災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
組
合
と
組
合
員

と
の
橋
渡
し
役
を
使
命
と
考
え
、
迅
速
で
適
正
な

損
害
評
価
に
努
め
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

旧
来
に
増
し
て
、
損
害
評
価
会
委
員
並
び
に
損

害
評
価
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

経
営
の
支
え  

農
業
者
と
と
も
に

災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に

組合長理事

千田　千代和

損害評価会　会長

吉江　眞雄

　
「
安
心
の
未
来
」拡
充
運
動  

令
和
元
年
度
全
国
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
（
令
和
元
年
12
月

３
日
：
東
京
・
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
共
済
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ま
の
全
国
表
彰（
１
９
９
名
）が
行
わ
れ
、本
県
か
ら
は
４
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
表
彰
の
伝
達
式
は
12
月
６
・
10
日
に
福
井
県
農
業
共
済
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

損害評価会委員
木村　繁 氏
（越前町）

損害評価会委員
瀬尾　佳彦 氏

（若狭町）

損害評価会委員
澤﨑　輝男 氏
（南越前町）

損害評価員
奥田　俊夫 氏

（福井市）

子

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

令
和
元
年
度

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
と
役
職
員
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た

最
優
秀
賞
を
受
賞

　
「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
中
央
表
彰
に
お
い
て
、        

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
は
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
全
国 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
で
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
や
加
入
推

進
の
取
り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
農
業
者
に
寄
り
添
い
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

広
報
紙
「
ほ
な
み
」
が
金
賞
を
受
賞

　
組
合
等
広
報
紙
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

福
井
広
報
紙
「
ほ
な
み
」
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
表
彰

　
業
務
担
当
理
事　
白
﨑　
逸
朗　

　
坂
井
・
あ
わ
ら
グ
ル
ー
プ
主
事　
嶋
崎　
奨

任
意
共
済
制
度
70
周
年
特
別
表
彰

普
及
推
進
功
労
者
特
別
表
彰 

　
審
査
監　
野
路　
六
男

梅の花とミツバチ（おおい町）
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み
ん
な

　だ
い
す
き

特集

だ
い
す

豆腐や味噌など、和食文化に欠かせない大豆。
県内では里のほほえみ（白大豆）を中心に
約 1,700ha で生産されています。 
地産の大豆を愛し、加工販売に取り組む  
農業者を取材しました。 

大
豆

　
大
豆
は
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

19
世
紀
に
「
黒
船
」
で
日
本
を
訪
れ
た
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が

大
豆
を
ア
メ
リ
カ
へ
持
ち
帰
り
、
や
が
て
、
ア
メ
リ
カ
は
一
大

生
産
国
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
外
で
は
主
に
油
糧
や
飼
料
な
ど
食
用
以
外
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
消
費
量
の
約
３
割
が
食
用
で
す
。

　
食
用
大
豆
の
自
給
率
は
２
割
ほ
ど
で
、
主
に
豆
腐
類
に
加
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
引
用
：
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
「
大
豆
の
ま
め
知
識
」）

大
豆
か
ら
で
き
る
食
品

　
も
や
し
、
枝
豆
、
脱
脂
大
豆
、
し
ょ
う
ゆ
、
大
豆
油
、
煮
豆
、

味
噌
、
納
豆
、
テ
ン
ペ
、
打
豆
、
豆
乳
、
お
か
ら
、
豆
腐
、
凍
り

豆
腐
、
油
揚
げ
、
ゆ
ば
、
い
り
豆
、
き
な
こ 

な
ど
…

　
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
で
、
健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
幅
広
い

世
代
で
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
業
保
険
が
大
豆
生
産
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
大
豆
栽
培
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、
リ
ス
ク
へ
の

備
え
が
重
要
で
す
。

　
県
内
の
農
業
保
険
加
入
率
は
９
割
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
大
豆

共
済
や
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
で
は
簡
単
な
加
工
品
の
売
上
な
ど
も
補
て
ん
の 

対
象
に
な
り
ま
す
。

打
豆
っ
て
何
？

　
水
で
柔
ら
か
く
し
た
大
豆
を
叩
き
つ

ぶ
し
て
、
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、
雪
国

福
井
の
伝
統
的
な
保
存
食
で
す
。

４
つ
の
い
い
と
こ
ろ

　
１
．
火
の
通
り
が
早
く
調
理
が
簡
単

　
２
．
栄
養
価
が
高
い

　
３
．
常
温
で
保
存
で
き
る

　
４
．
非
常
食
に
も
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

ど
ん
な
料
理
に
使
う
の
？

　
味
噌
汁
な
ど
の
ス
ー
プ
の
具
材
や
、

炒
め
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使

え
ま
す
。

作
り
方

　
１
．
大
豆
を
水
洗
い
し
て
半
日
ほ
ど

　
　
　
水
に
つ
け
る
。

　
２
．大
豆
を
一
粒
ず
つ
叩
き
つ
ぶ
す
。

　
　
　
（
石
臼
と
木
槌
を
使
う
と
い
い
）

　
３
．
叩
き
つ
ぶ
し
た
豆
を
乾
か
す
。

福井の
大豆食品といえば…？

打
豆
は

忙
し
い
現
代
人
の
味
方

　
「
大
豆
を
調
理
す
る
の
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。も
っ
と
手
軽
に
、

大
豆
を
食
べ
て
も
ら
え
る
方
法
は

な
い
か
と
考
え
、
地
域
に
伝
わ
る

打
豆
を
商
品
化
し
ま
し
た
」
と
話

す
稲
澤
さ
ん
。里
の
ほ
ほ
え
み（
白

大
豆
）、
岩
手
み
ど
り（
青
大
豆
）、

赤
大
豆
、
黒
大
豆
を
県
内
の
製
粉

所
に
委
託
し
て
打
豆
に
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
県
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
出
店
す
る
こ
と
も
あ
り
、
小
冊

子
や
対
面
販
売
を
通
じ
て
、
使
い

方
や
お
す
す
め
レ
シ
ピ
を
伝
え
て

い
ま
す
。「
目
新
し
く
ヘ
ル
シ
ー
」

と
若
い
お
客
さ
ん
か
ら
も
好
評
と

の
こ
と
で
す
。

「福は打豆」４色とミックスがある。（写真提供：なばたけ農場）

なばたけ農場（坂井市坂井町若宮）
代表　稲澤　宗一郎 さん
無農薬、無化学肥料で米、大麦、小麦、大豆（90a）を
栽培。打豆のほか、麦茶やうどんなどの加工品も
販売。農業共済新聞の読者でもあり、年２回、夫
婦で「なばたけ新聞」を発行している。
■販売先　一筆啓上茶屋、リスヤ、三本日和、
　　　　　ハーツ春江、ハスの実パン工房
■なばたけ農場  ℡（0776）68－1951

打豆

野菜・花・果樹
53種を掲載

味噌や梅干し
伝統野菜のレシピ付

価格 400円

NOSAI 福井「ふくいの家庭菜園」
福井の風土に合わせた家庭菜園のガイドブックです。

味噌レシピも掲載

お求めはNOSAI 福井　企画グループへ　TEL（0778）53－2701

写真提供　なばたけ農場

打豆
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名
水
を
活
か
し
た
あ
お
豆
と
う
ふ

　
「
青
大
豆
は
ほ
か
の
大
豆
と
比
べ
て

甘
味
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で
す
」
と
話

す
帰
山
さ
ん
。
直
営
店
の
「
農
家
の
と

う
ふ
屋
さ
ん
」
で
は
、岩
手
み
ど
り
（
青

大
豆
）
と
地
下
か
ら
汲
み
上
げ
る
荒
島

岳
の
伏
流
水
を
使
用
し
て
、
豆
腐
や
油

揚
げ
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
委
託

加
工
品
に
は
、
き
な
こ
や
醤
油
、
ピ
ュ

ア
ロ
ッ
シ
ェ
（
メ
レ
ン
ゲ
の
焼
菓
子
）

な
ど
が
あ
り
、
豊
富
な
商
品
を
揃
え
て

い
ま
す
。「
県
外
へ
の
お
土
産
と
し
て
も

ら
え
る
な
ど
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
近
く
に
道
の
駅
が
で
き

る
の
で
、
販
売
方
法
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
豆
腐
や
油
揚
げ
は
大
野
市
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

青大豆を使った加工品の数々 イベントでも人気の移動販売車

株式会社ゆいファーム（大野市蕨生）
帰山　幸子 さん
米、大麦、青大豆（9.1ha）、ソバ、里芋を栽培。
豆腐の委託加工から始め、2006年に自家
製造へシフト。移動販売車でも揚げたての
油揚げや里芋コロッケを販売している。
■農家のとうふ屋さん
　大野市蕨生 138-2
　℡（0779）66－2218

きなこ

水ようかん豆麹

醤油アゲ

濃
厚
な
豆
乳
で
美
肌
に

　
「
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商

品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
健
康
志
向
の

高
ま
り
か
ら
県
外
か
ら
の
注
文
も
多
い

で
す
」
と
話
す
堀
川
さ
ん
。
在
来
種
の

青
大
豆
と
、
黒
大
豆
を
使
用
し
て
豆
乳

を
自
家
製
造
し
て
い
ま
す
。「
収
穫
量

は
多
く
な
い
で
す
が
、
品
質
に
自
信
を

持
っ
て
い
ま
す
。
誠
実
な
も
の
づ
く
り

か
ら
、
口
コ
ミ
で
販
路
が
広
が
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
豆
乳
を
触
る
と
肌
が
し
っ
と
り
す

る
」
と
い
う
お
客
さ
ん
の
声
か
ら
、
委

託
加
工
で
豆
乳
入
り
の
自
然
派
石
鹸
を

商
品
化
。「
肌
つ
や
が
良
い
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
鞘
に
毛
が
び
っ
し
り
生
え

た
青
大
豆
は
ヒ
ス
イ
の
よ
う
な
宝
物
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

県
産
大
豆
の
味
噌・ス
イ
ー
ツ

　
「
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
地
元

の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
」
と
看
板
商
品
の
「
朝

日
み
そ
」
を
手
に
話
す
寺
坂
さ
ん
姉

弟
。
朝
日
み
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中

に
は
、
か
わ
ら
版
が
入
っ
て
お
り
、

毎
月
エ
ッ
セ
イ
を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　
「
味
噌
作
り
を
通
じ
た
交
流
の
中

で
、
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

意
外
に
も
大
豆
は
洋
菓
子
と
の
相
性

が
良
い
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　

味
噌
は
越
前
町
内
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
県
内
の
ハ
ー
ツ
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

左から「まめな農家の和み豆乳」「水ようかん」「素為SOAP」味噌やスイーツの種類も豊富 大豆のティラミス

農商（坂井市春江町藤鷲塚）
代表　堀川　清治 さん
減農薬で青大豆と黒大豆を栽培。（1ha）
農事組合法人上江ファームの元代表で、
６次産業化を重要視して独立。2019年
から自家の加工場で豆乳や水ようかんを
製造販売している。
■農商  ℡（0776）51－1755
　　　  商品は予約制

あさひ愛農園（越前町東内郡）
代表　寺坂　大地 さん㊨
店長　寺坂 さくら さん㊧
特別栽培の米を生産し、県産大豆と自
家の米麹を使った味噌を製造している。
年間で使用する大豆は6.5t。店や出張
で味噌作り教室を開いており、米粉や
味噌のスイーツも製造販売している。
■あさひ愛農園　手作りみそ工房
　越前町東内郡 4-604
　℡（0778）34－0643
　体験は予約制　水曜定休

豆乳味噌 SOAPスイーツ

豆腐納豆

特
別
栽
培
の
大
豆
で

手
作
り
納
豆

　
「
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
納
豆
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
豆

の
味
が
濃
く
、
食
べ
ご
た
え
が
あ
る

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
中
間

さ
ん
。
納
豆
は
１
個
１
２
０
ｇ
と
大

入
り
で
、特
別
栽
培
の
エ
ン
レ
イ（
白

大
豆
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
大
豆

生
産
量
の
６
割
を
加
工
に
回
し
て
い

ま
す
。

　
「
縁
あ
っ
て
、
6
次
産
業
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
早
く
か
ら
自
分
で

生
産
し
た
物
を
加
工
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
知
り
得
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
営
農
や
加
工
、
生
活
、
何

事
も
楽
し
く
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

大粒の納豆 ロゴは中間さんの妻の揮毫

中間　久夫 さん（越前市中新庄町）
循環型農業に取り組み、米、大麦、大豆
（86a）を栽培。
直売所の開設に伴い、2000 年から自家
の加工場で年中納豆を製造している。
大阪府出身で、大阪にも納豆の製造ライ
ンがある。
■販売先　百姓の館
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加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
及
び
経
営
所
得
安

定
対
策
等
交
付
金
等
営
農
計
画
書
（
助
成
金
申

請
書
）
兼
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出

書
」
の
と
り
ま
と
め
が
始
ま
り
ま
す
。
期
限
内

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
の
は

　
県
内
に
住
所
を
有
し
、
水
稲
及
び
麦
の
耕
作

面
積
の
合
計
が
10
ａ
以
上
の
方
が
加
入
で
き
ま

す
。収
入
保
険
と
の
重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
筆
方
式
は
令
和
３
年
産
ま
で

　
一
筆
方
式
が
令
和
３
年
産
を
も
っ
て
廃
止
と

な
り
ま
す
。
一
筆
方
式
で
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
、
他
方
式
へ
の
移
行
に
つ
い
て
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん

　
昨
年
は
、
全
国
で
度
重
な
る
台
風
の
襲
来
に

よ
り
、
土
砂
の
流
入
や
冠
水
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
に
加
入
し
な
い
方
は
水
稲
共
済
に

加
入
し
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

お
得
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
園
芸
施
設
の
備
え

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
掛
金
等
の
割
引
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃場 A 圃場 B 圃場 C 圃場 D

被害なし 被害なし被害なし ５割以上
の被害
５割以上
の被害

台風

一
筆
半
損
特
約

　
一
筆
方
式
以
外
の
加
入
方
式
で
は
、
農
業

者
単
位
で
評
価
を
行
う
た
め
、
一
部
の
圃
場

に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
て
も
支
払
い
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
特
約
を
申
し
込
む
こ
と
で
、
収
量
が
半
作

以
下
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
5
割
の
減
収
と

し
て
評
価
を
行
い
ま
す
。

例  全相殺方式（9割補償）では、全ての圃場の収穫量の合計
が平年の 9割を下回らないと共済金が支払われませんが、
特約を付加した場合は 5割以上の減収があった圃場につい
ては、平年の 2割分が共済金として支払われます。

水 稲 共 済園 芸 施 設 共 済

一筆方式以外の加入方式

加入方式 方式内容 特徴 基準収穫量500㎏の場合の目安
補償金額 最高補償割合 掛　金

半相殺方式
耕地の平年収量を基に引受し、農業
者単位で収穫量の減収を補てんしま
す。

一筆方式（7割補償）
より高い補償割合（8
割）が選択できます。

約76,400 円 8割 123円
（103円）

全相殺方式
乾燥調製施設の計量結果が得られる
農業者を対象とし、過去５年間の
データを基に引受を行い、農業者単
位で収穫量の減収を補てんします。

乾燥調製施設による
計量結果数量で収穫
量の評価を行います。

約86,000 円 9割 313円
（302円）

品質方式

おおむね全量をJA等に出荷してい
る農業者を対象とし、過去５年間の
データを基に引受を行い、農業者単
位で収穫量の減収及び品質の低下に
伴う生産金額の減少を補てんします。

カメムシの被害など、
品質低下も含めた評
価を行います。

約86,000 円 9割 329円
（320円）

地域インデックス
方式

統計の平年収量を基に引受し、地域
の作況を基に減収を補てんします。

農業者ごとの収穫量
ではなく、統計公表
地区ごとの収穫量で
評価を行います。

約86,000 円 9割 86円
（10円）

　
生
産
部
会
等
の
集
団
が
組
合
と
協
定
を
結
び
、

一
斉
加
入
受
付
を
行
う
こ
と
で
、
掛
金
・
賦
課
金

を
割
引
き
し
ま
す
。

※
１　

 

集
団
に
お
い
て
ハ
ウ
ス
を
所
有
（
又
は
管
理
）

し
て
い
る
方
に
対
す
る
加
入
者
の
割
合
で
す
。

Q 

ど
ん
な
集
団
が
対
象
で
す
か
？

A  

特
段
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
生

産
部
会
や
集
荷
場
、
直
売
所
、
集
落
単
位
で

締
結
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

２ 

大
き
な
被
害
に
備
え
て

 

掛
金
を
抑
え
た
い
方
に
！

　
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
基
準
と
な
る
損
害
額
を

選
択
す
る
こ
と
で
、
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
基
準
と
な
る
損
害
額
は
次
の
５
つ
か
ら
選
択

で
き
ま
す
。

３ 

骨
材
が
太
い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は

 

お
得
に
！

３
つ
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す

加
入
者
が
集
団
の

８
割
超※

１

加
入
者
が

増
加

掛
金
を

５
％
割
引

＋

加
入
受
付
の
人
数
が

　
　
　
　
　
　
５
〜
９
人

　
　
　
　
　
　
10
人
以
上

賦
課
金
を

10
％
割
引

20
％
割
引

（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
例
）

①
３
万
円
　　

０
％

②
10
万
円
　　

30
％

③
20
万
円
　
　
50
％

④
50
万
円
　
　
70
％

⑤
100
万
円
　
　
95
％

掛
金
を
割
引

掛
金
を

15
％
割
引

主
要
骨
格
の
パ
イ
プ
が

31
・
８
㎜
以
上 

ハウスや附帯設備は
収入保険と併せて
加入できます！

加入者
の声

仲
間
と
加
入
で
大
き
な
安
心
！

「
五
領
園
芸
生
産
組
合
」

　
代
表  

藤  

善
一 

さ
ん（
永
平
寺
町
松
岡
下
合
月
）

▽
加
入
戸
数
4
戸
↓
13
戸

　
葉
物
野
菜
や
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
を
作
付

け
し
て
い
ま
す
。
台
風
が
接
近
す
る
度
に
不

安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

地
区
で
ハ
ウ
ス
を
保
有
す
る
皆
さ
ん
に
、

掛
金
割
引
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
も
併
せ
て
、
声

掛
け
を
し
た
結
果
、
全
員
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
情
報
交
換
を
す
る
仲
間
と
集
団
で

加
入
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
安
心
で
す
。

ぜ
ひ
、
備
え
と
し
て
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

※掛金（　）内は一筆半損特約を選択しない場合の目安です。

１ 

集
団
加
入
で
割
引
！
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雪
へ
の
備
え「
総
合
共
済
」

　
近
年
、
甚
大
な
災
害
が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
大
切
な
建
物
の
補
償
を
見
直
し
、
備
え
を
万
全
に
し

ま
し
ょ
う
。

建 物 共 済

総 合 共 済
火 災 共 済

風水害 雪　害 土砂崩れ等

地　震 噴　火 津　波

火　　災 落　　雷 盗難によるき損・汚損

破裂・爆発
給排水設備の事故
に伴う水ぬれ

騒じょう・集団行動
による破壊

建物内部での車両又は
その積載物の衝突又は接触

建物外部からの
物体の落下・衝突等

加入金額の 50％を限度に補償

１年間の掛金（建物・家具類）
木造住宅　100万円あたり

730円

１年間の掛金（建物・家具類）
木造住宅　100万円あたり

2,670円

火災共済 総合共済

１年間の掛金は！？

対象となる事故は！？

風水害や地震も総合共済で補償！
総合共済は火災共済対象事故に加えて、自然災害による事故も対象です。

ご契約内容の照会や加入の見直しなど、お気軽にお問い合わせください。

NOSAIに
お任せください！
手続きも簡単です

ぜひ、総合共済に
ご加入ください！
ご連絡お待ちして
います

７
割
が
総
合
共
済
の
対
象
事
故

　
昨
年
度
は
、
火
災
・
総
合
共
済
合
わ
せ
て
、
７
６
３
件
の
共
済
金

を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
原
因
別
の
支
払
状
況
（
グ
ラ
フ
）
で
は
約

７
割
が
総
合
共
済
の
み
の
対
象
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支

払
共
済
金
は
過
去
最
大
の
３
億
３
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

● 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
は

火
災
共
済
と
総
合
共
済

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

●
火
災
共
済
で
は
風
水
害
や
雪
害
は
補
償
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

●
自
然
災
害
へ
の
リ
ス
ク
に
備
え
て

総
合
共
済

を
お
す
す
め
し
ま
す
！

あなたの家は
大丈夫？

●●
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
は

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
は

平成30年度　原因別共済金支払い状況

台風※ 
279件
約8,136万円

雪害※
245件
約6,571万円

落雷
141件
約981万円

火災等 29件
1億6,374万円

その他 69件
約991万円

※総合共済のみ対象
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確定申告の流れ（収入保険関係）
12月1月1月5月 3月 12月 7月

R元R2

令
和
元
年
収
入
保
険
に
係
る

保
険
料
等

１
年
間
の
販
売
収
入

収
入
保
険
の
保
険
金
等
を
見

積
も
る

収
入
保
険
の
保
険
金
等
の
支

払
い（
４
月
以
降
支
払
予
定
で
す
）

確
定
申
告
期
間

２
月
17
日
〜
３
月
16
日

①販売金額は、品目ごと
に整理しましょう。
②雑収入に計上する精
算金や畑作物の直接
支払交付金も対象収
入になりますので整
理をお願いします。

保険金等を
見積もるために

①平成30年12月に支払っ
た保険料等は令和元年の
経費として算入します。
　令和元年12月に支払っ
た保険料等は令和２年の
経費となります。
②積立金は経費にはなりま
せん。貸借対照表の資産
の部に「経営保険積立金」
として計上します。

保険料は農業共済掛金
として経費として計上

　令和元年の収入保険の保険金等
は、確定申告が終了した４月以降
に支払われますが、令和元年の収
入（雑収入）などとして計上します。
　確定申告前に収入金額等を集計
した段階で保険金等を見積もりま
す。別途、詳細についてご連絡しま
すので、それに沿って確定申告を
お願いします。
※早めの決算準備をお願いします。

農業外の収入として
雑収入などに計上

収 入 保 険

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

早
期
の
決
算
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
元
年
の
確
定
申
告
が
２
月
17
日（
月
）

よ
り
始
ま
り
ま
す
。（
個
人
の
場
合
）

　
確
定
申
告
前
に
保
険
金
等
の
見
積
額
を

算
出
し
、
そ
の
金
額
を
保
険
期
間
（
令
和

元
年
）
の
収
入
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
早

め
の
決
算
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 　法人農業者の場合、会計年度の開始が１月１日であれば、申告の期限は２月末日までとなります。上
記の日程と異なる部分がありますので、ご注意ください。
※ 　収入を集計する際、主な品目ごとに仕分けされていると、収入試算を行う際に、より実態に近い設定
が可能となります。米や転作作物、野菜、果樹など品目ごとの集計にご協力下さい。

　
現
在
、
白
色
で
申
告
を
行
わ
れ
て
い
る
方
は
、

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
青
色
申
告
を
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
令
和
2
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
る
と
、
令
和

４
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

所得税の青色申告承認申請書 
１ ０ ９ ０ 

名称 所在地

名称 所在地

２ 所得の種類（該当する事項を選択してください。） 

○事業所得 ・○不動産所得 ・○山林所得

３ いままでに青色申告承認の取消しを受けたこと又は取りやめをしたことの有無 

⑴ ○有（○取消し・○取りやめ） 年 月 日 ⑵ ○無 

４ 本年１月 日以後新たに業務を開始した場合、その開始した年月日 年 月 日 

５ 相続による事業承継の有無 

⑴ ○有 相続開始年月日 年 月 日 被相続人の氏名 ⑵ ○無

６ その他参考事項 

⑴ 簿記方式（青色申告のための簿記の方法のうち、該当するものを選択してください。）

○複式簿記・○簡易簿記・○その他（ ） 

⑵ 備付帳簿名（青色申告のため備付ける帳簿名を選択してください。）

○現金出納帳・○売掛帳・○買掛帳・○経費帳・○固定資産台帳・○預金出納帳・○手形記入帳

○債権債務記入帳・○総勘定元帳・○仕訳帳・○入金伝票・○出金伝票・○振替伝票・○現金式簡易帳簿・○その他

⑶ その他

税務署受付印 

令和 年分以後の所得税の申告は、青色申告書によりたいので申請します。 

１ 事業所又は所得の基因 となる資産の名称及びその所在地（事業所又は資産の異なるごとに記載します。） 

税 務 署 長 

年 月 日提出 

納 税 地 

○住所地・○居所地・○事業所等（該当するものを選択してください。）

（〒 － ） 

（ ） 

上記以外の 
住 所 地 ・ 
事 業 所 等 

納税地以外に住所地・事業所等がある場合は記載します。 
（〒 － ） 

（ ） 
フ リ ガ ナ 生

年
月
日

 年 月 日生 
氏 名 ㊞ 

職 業 

フ リ ガ ナ 

屋 号

関与税理士
税

務

署

整

理

欄 

整 理 番 号 関係部門
連 絡

Ａ Ｂ Ｃ

通 信 日 付 印 の 年 月 日 確認印 

年 月 日

０

○大正

○昭和

○平成

○令和

サンプル

　
令
和
２
年
か
ら
確
定
申
告
を
青
色
申
告
で
始
め

る
た
め
に
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
所
得
税
の

青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
令
和
２
年
３
月
16
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

（
個
人
の
場
合
）

青
色
申
告
を
始
め
る
に
は

事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

2020年農林業センサスにご協力ください　 農林水産省

兼業農家さんにも
おすすめです

① 最高で65万円の特別控除！ 
② 損失額の繰越しや繰戻しができる！ 
③ 専従者の給与額を必要経費に算入できる！
④ 農業経営基盤強化準備金制度が使える！ 
⑤ 収入保険に加入できる！

青色申告のメリット メ
リ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い

青
色
申
告

所得税の青色申告承認申請書

　令和２年２月１日現在で、全国一斉に “農林業の国勢調査” といわれる
「2020年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ごとに実施される
極めて大切な調査です。
　令和元年 12月中旬から農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が訪問して、調査票に
農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。

加入者
の声

養
蜂
も
対
象
で
安
心
！

中な
か
し
ゃ者

　
正
男 

さ
ん（
敦
賀
市
中
央
町
）

▽
養
蜂
10
箱
、自
然
薯
、白
ネ
ギ
等
30
㌃

　

地
元
の
養
蜂
農
家
の
天
然
蜂
蜜
を

食
べ
て
、
そ
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
６

年
前
に
生
産
を
始
め
ま
し
た
。
５
月

か
ら
12
月
に
「
百
花
蜜
」
と
い
う
名

前
で
Ｊ
Ａ
敦
賀
美
方
の
直
売
所
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

養
蜂
は
ミ
ツ
バ
チ
の
最
大
の
敵
で

あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
と
熊
へ
の
対
策
が

必
要
で
す
。
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然

災
害
へ
の
対
策
も
必
要
な
こ
と
か
ら

２
０
１
９
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
に
備
え
、
収

量
を
上
げ
て
、
天
然
蜂
蜜
を
多
く
の

方
へ
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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多肉植物
の寄せ植え

おしえてもらったのは
多肉Garden*Grow　伊豆藏　真由子 さん
出張レッスン、ワークショップ、ギフト、オーダーなど
℡  090－7082－2395　　HP  http://taniku-grow.com

器に根腐れ防止剤と水で戻し
固く絞った水苔を入れ、多肉
植物にも水苔を巻く。水苔が
短い場合は長くつないで使う。

モス、ピック、水引を飾る。
水引は 3本をずらして巻き、
地巻ワイヤーでとめる。今
回は花びら風に。

器に多肉植物を配置し、隙間
に水苔を詰める。
ポイント  逆さにしても落ち
ないように詰める。

1 2 3

地巻ワイヤーと
水引き

水苔

モス

根腐れ
防止剤

ピック

ピンセット

はさみ

左上から  都踊り  プロリフィカ（2）  黄麗  ピーチプリデ
白牡丹（土は落とす）  乙女心  ブロンズ姫  秋麗  春萌  たまつづり（3）

多肉植物

多肉植物とは…葉や茎などに水をたくわえている植物の総称のことです。
　　　　　　　種類が多く、花や紅葉を楽しむことができます。
水　　　　： 葉にシワができたり、しんなりしてきたら水やりのサインです。
冬の育て方：  明るい窓辺やサンルームに置きましょう。暖房は苦手です。
 水やりは暖かい午前中に。

多肉植物と木の器を使って、
　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。

はさみはさみ

　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。　　　壁掛けもできる寄せ植えをご紹介します。

はさみはさみ

作
り
方

材料

出　来
上がり

　
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
直
装
型
作
業
機
※
を
装
着
し

た
状
態
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

場
合
に
公
道
走
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※ 

直
装
型
作
業
機
…
け
ん
引
で
は
な
い
、
ロ
ー
タ

リ
ー
、
ハ
ロ
ー
、
直
装
式
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ
、
播

種
機
な
ど
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
直
接
装
着
す
る
作
業

機
。（
け
ん
引
タ
イ
プ
の
も
の
に
つ
い
て
は
最
新
の

情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

一
定
の
条
件
と
は
…

　
灯
火
器
類
、
作
業
機
の
幅
、
最
高
速
度
、
運
転

免
許
な
ど
の
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

灯
火
器
類

　
作
業
機
を
装

着
し
て
、
灯
火

器
類
が
見
え
な

く
な
る
場
合
は

増
設
が
必
要
で

す
。

運
転
免
許
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

● 

公
道
を
走
行
す
る
場
合
は
、
道
路
交
通
法
に
よ

り
免
許
が
必
要
で
す
。

● 

長
さ
４・７
ｍ
、幅
１・７
ｍ
、高
さ
２・0
ｍ
（
安

全
キ
ャ
ブ
や
安
全
フ
レ
ー
ム
の
高
さ
２・
８
ｍ
）、

速
度
15
㎞
／
ｈ
を
一
つ
で
も
超
え
る
場
合
は

　
大
型
特
殊
免
許
が
必
要
で
す
。

● 
公
道
を
走
行
す
る
場
合
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
必
要
で
す
。

● 

幅
２・５
ｍ
を
超
え
る
場
合
は
、
特
殊
車
両
通
行

許
可
が
必
要
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
の
作
業
機
を
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
し
た
ま
ま
公
道
走
行
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。条
件
の
確
認
や
日
頃
の
作
業
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
農
作
業
の
た
め
に
確
認
を

農機具は万が一に備えて農 機 具 共 済 に加入しましょう

接触や盗難、火災、風水害などが対象です。

掛金は100万円あたり年間4,000円（屋外使用型）

＜ご注意ください＞
　①対人・対物は対象外です。
　　　別途、個人賠償責任保険など自動車保険の特約等でご検討ください。
　②共済金がお支払いできない場合があります。
　　　例）除雪作業中や自動車のけん引による事故、法令違反や重大な過失
　　　　　による事故 など

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
農
機
販
売
店
や
運
輸
局
、

農
政
局
、（
一
社
）日
本
農
業
機
械
工
業
会
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

引用：農林水産省HP
「 作業機付きトラクター
の公道走行について」

http://www.jfmma.or.jp/koudo.html

ロータリー等の直装型作業機*を装着した状態のトラクターが、一定の条件を満たした場合に公
道走行が可能となりました。周囲の方々への安全を第一に、注意して走行してください。

*直装型作業機：けん引タイプではない、ロータリー、ハロー、直装式ブームスプレーヤ、播種機等
のトラクターに直接装着する作業機

作業機を装着して灯火器類が見えなくなる場合
⇒ お近くの農機販売店で、灯火器類を増設しましょう！

ロータリー等を装着したまま
公道走行が可能になりました！

（一社）日本農業機械工業会

Q. 「一定の条件」とはどのようなものですか？

増設

A. 灯火器類、作業機の幅、最高速度、運転免許などの確認が必要とな

ります。詳しくはお近くの農機販売店や、地方運輸局、地方農政局、

（一社）日本農業機械工業会にご確認ください。

日農工 公道走行
【お問合せ先】
農林水産省 生産局
技術普及課 03-6744-2111

増設

増設

増設

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/kodosoko.html

灯火器の増設例
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農業
見聞
農業
見聞

将
来
を
見
据
え

大
阪
か
ら
福
井
へ
移
住

　
充
弘
さ
ん
は
学
生
時
代
に
、
農
業
に

興
味
を
持
ち
、
大
阪
で
開
か
れ
て
い
た

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
福
井
市
に
移
住
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
郷
の
美
紀
さ
ん

と
結
婚
し
、
現
在
は
夫
婦
で
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
、
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま

す
。「
当
初
は
雪
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
農
業
者
や
行
政
、
地
域
の
方
と
の

縁
が
あ
っ
て
、
白
方
町
で
営
農
し
て
い

ま
す
。
福
井
は
子
育
て
に
も
良
い
環
境

て
い
ま
す
が
、
直
接
お
客
さ
ん
の
声

を
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
夫
妻
。
Ｊ
Ａ
へ

出
荷
す
る
ほ
か
、
市
内
の
直
売
所
で

も
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ス
ナ
ッ
プ
エ

ン
ド
ウ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、生
産
者
仲
間
と
、軽
ト
ラ
ッ

ク
に
野
菜
を
積
み
、
イ
ベ
ン
ト
で
対

面
販
売
す
る
こ
と
も
あ
り
、
お
客
さ

ん
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
定
年
が
な
く
、
一
生
モ

ノ
の
生
業
だ
と
思
い
ま
す
。
日
々
技

術
を
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
充

弘
さ
ん
。
今
後
は
、
単
年
ど
り
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
な
ど
も
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

天
候
へ
の
心
配
と
備
え

　

２
０
１
８
年
７
月
の
大
雨
で
は
、

ハ
ウ
ス
が
４
棟
冠
水
し
、
越
の
ル

ビ
ー
が
２
棟
全
滅
と
い
う
辛
い
経

験
が
あ
り
ま
し
た
。「
猛
暑
や
大
雨

な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
中
、
越
の
ル

ビ
ー
の
栽
培
が
一
番
心
配
で
す
」
と

充
弘
さ
ん
は
話
し
ま
す
。 大阪から福井で就農

“野菜作りは一生モノのなりわい”
白方彩園　砂の丘
尾崎　充弘 さん　美紀 さん　福井市白方町

1978 年生まれ。充弘さんは大阪府から福井市の農業法人に就職し、
10年間稲作中心の経験を積む。1年間白方で野菜栽培の研修を受け、
2014年に夫婦で独立。現在は、ハウス 35a、露地 32aで越のルビー
や大根などを生産している。
2020年の抱負は品質を上げて、ロスを減らし、収量を確保していくこと。

　
猛
暑
に
備
え
、
試
験
的
に
ハ
ウ
ス

に
細
霧
冷
房
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

い
い
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

様
々
な
営
農
リ
ス
ク
に
備
え
、

２
０
１
９
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

し
て
い
ま
す
。「
多
品
目
で
生
産
す

れ
ば
、
収
入
減
少
も
カ
バ
ー
で
き
る

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
試
算

の
結
果
、
補
て
ん
が
開
始
さ
れ
る
基

準
や
補
て
ん
の
金
額
が
わ
か
り
や
す

く
、
い
い
保
険
だ
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

で
す
ね
」
と
充
弘
さ
ん
。

「
子
ど
も
の
送
迎
と
直
売
所
、
畑
を
行

き
来
し
て
、
毎
日
一
生
懸
命
で
す
」
と

美
紀
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

砂地で採れる大根はキメの細かさが特徴

　

イ
タ
リ
ア
原
産
で
葉
キ
ャ
ベ
ツ

の
一
種
で
す
。栄
養
価
が
高
く
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
炒
め
た
り
、
大
豆

や
ト
マ
ト
と
炒
め
煮
に
し
て
も
お
い

し
い
で
す
よ
。

カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ

（
別
名
：
黒
キ
ャ
ベ
ツ
）

尾
崎
さ
ん
自
慢
野
菜

野
菜
作
り
を
生
業
に

　
「
野
菜
作
り
は
、
結
果
が
す
ぐ
に

返
っ
て
き
ま
す
。
常
に
、
野
菜
の
状

態
に
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
」
と
充
弘
さ
ん
。
主
力
の
越
の
ル

ビ
ー
（
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
）
を
中
心
に
、

大
根
や
金
福
ス
イ
カ
、
カ
ー
ボ
ロ
ネ

ロ
な
ど
11
種
類
の
野
菜
を
生
産
し
て

い
ま
す
。「
普
段
は
生
産
に
専
念
し

美紀さんは大事なサポート役

生産者番号は777！

収穫前の大根畑

越のルビーの収穫　写真提供：尾崎さん
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１ 

月● 

共
済
連
絡
員
会
議

 

（
中
旬
〜
２
月
ま
で
）

２ 

月● 

か
き
共
済
金
支
払
い

● 

収
入
保
険

 

　
令
和
元
年
分
確
定
申
告
の

 

　
決
算
書
等
提
出（
随
時
）

３ 

月● 

大
豆
・
そ
ば
共
済
金
支
払
い

４ 

月● 

水
稲
加
入
申
込
期
限（
５
日
）

● 

夏
そ
ば
加
入
申
込
期
限（
10
日
）

●
大
豆（
単
作
）加
入
申
込
期
限

 

（
30
日
）

　
取
材
を
通
じ
て
、
家
族
や
仲
間
の
力
、
加

工
や
サ
ー
ビ
ス
の
力
を
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。

　
本
年
も
、皆
さ
ま
の
健
康
と
ご
多
幸
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

（
廣
木
）

今

後

の

予

定

表

紙

紹

介

　
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
の
き
な
こ
ご
飯
を

食
べ
る
つ
き
ひ
ち
ゃ
ん
・
ひ
ま
り
ち
ゃ
ん

姉
妹
。

　
「
も
ち
も
ち
し
て
お
い
し
い
！
い
ち

ほ
ま
れ
も
き
な
こ
も
大
好
き
！
」
と
話

し
ま
す
。
お
友
達
と
の
お
餅
つ
き
パ
ー

テ
ィ
ー
で
も
、
き
な
こ
が
一
番
人
気
の

よ
う
で
す
。

　
「
２
０
２
０
年
は
レ
ゴ
ラ
ン
ド
に
行

き
た
い
」
と
、
つ
き
ひ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

ほ
な
み
女
性
の
会

県
外
研
修

　
10
月
３
日
に「
ほ
な
み
女
性
の
会
」の

全
体
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
先
は
Ｊ
Ａ
根ね
あ
が
り上

加
工
部
会（
石
川

県
能
美
市
）。「
ご
は
ん
ば
〜
が
」
や
特

産
の「
加
賀
丸
い
も
」を
使
っ
た
加
工
品

の
開
発
や
販
売
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

越
前
お
お
の
新
そ
ば
ま
つ
り

ご
来
店
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
16
日
〜
17
日 

大
野
市
役
所
駐
車
場

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
井
の
有
志
が
「
そ
ば

処
ほ
な
み
」
を
出
店
し
、
手
打
ち
そ
ば

１
４
０
０
食
を
販
売
し
ま
し
た
。
大
野

市
産
の
新
そ
ば
の
ほ
か
、
ト
ッ
ピ
ン
グ

に
農
家
の
と
う
ふ
や
さ
ん
の
油
揚
げ
、

お
ろ
し
は
白
方
彩
園
砂
の
丘
・
尾
崎
さ

ん
の
大
根
を
使
用
し
ま
し
た
。

研修後、加工品を実際にみせてもらいました地域に調和した商品

そばを打ち続ける職員職員の家族や友人にも手伝ってもらいました

　全国農業共済協会では、第 44回「新・日本の農村」写真コンテストを次の要領で開催します。
ぜひ、ご応募ください。
課　　題　現代の農業・農村・農民をテーマに、その現実や明るく楽しい事象、災害などをとらえたもの。
応募方法　サイズは原則としてキャビネ判以上。白黒、カラーいずれでもよく、応募点数は制限しま

せん。ただし、組み写真は１点６枚以内とします。
応募上の注意　①未発表の作品に限ります（ただし、農業共済新聞、月刊 NOSAI など関係出版物で発表、

掲載したものは構いません）。②作品の裏に画題、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
撮影年月日、撮影地、カメラ、絞り値、シャッタースピードを明記した応募票を添付してく
ださい。応募票は農業共済新聞のホームページ（http://nosai.or.jp/shinbun.php）からダ
ウンロードすることもできます。③デジタル作品の場合はカメラで撮ったままの状態とし、
加工した作品は応募できません。④応募作品は返却しません。

締め切り　2020 年２月 28日（金）、当日消印有効。
発　　表　農業共済新聞紙上
応 募 先　全国農業共済協会「写真コンテスト」Ｎ係
　　　　　〒102-8411 東京都千代田区一番町 19番地　℡03－3263－6413
表　　彰　最優秀賞１点（賞金 10万円と盾）、金賞１点（賞金５万円と盾）、
　　　　　銀賞２点（賞金３万円と盾）、銅賞４点（賞金１万円と盾）、佳作 20点（記念品）
※申し込みの際にいただいた個人情報（住所・氏名）については、表彰の連絡や賞金等の発送に関する業務に利用し、ほかの
目的に利用することはありません。また、個人情報が外部に漏れることがないように大切に保管します。入賞作品は、
NOSAI ホームページ、農業共済団体の広報紙等及び本会が発行する新聞、雑誌等で使用することがあります。

「新・日本の農村」写真コンテストの作品を募集しています第 44
回

㍿南越前総合ファーム
〒919-0124 南越前町八飯40-21-1

℡（0778）67－3970

生産・地域特産品の加工販売

【沿革】
平成18年八飯集落営農組合設立
平成26年農事組合法人YAI 設立
令和元年株式会社南越前総合ファーム設立

代表取締役　野﨑　正和
取　締　役　藤本　俊昭
取　締　役　義元　孝司

南越前総合ファーム3 つの取り組み

Challenge to the world

1. 中山間地域の農業経営効率化
大規模集積化と獣害対策、AI、ICTの導入。

2. ブランディングと６次化産業
上質な水源を付加価値とした米、地域の特産品（つるし柿、そば）
の生産加工。
地域ブランドを高め県外や海外へ販売。

3. 労働力の確保
地域への雇用環境提供と若手の担い手人材育成。
海外実習生の受け入れで、労働力確保と海外進出時の人材を育成。

地
域
と
と
も
に
発
展
す
る

メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
を
目
指
し
て

中
山
間
地
域
で
は
作
業
の
効
率
化
、
次
世
代
へ
の
農
業
継
承
が
大
き

な
課
題
で
す
。

南
越
前
総
合
フ
ァ
ー
ム
は
、
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
生
産
、
加
工
、

販
売
を
一
体
化
し
た
経
営
を
行
い
、地
域
の
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

宮み
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福
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市
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本　　　所    0120-83-2701
〒916-0036 鯖江市横越町18-41-1
 ＴＥＬ（0778）53-2701㈹
 ＦＡＸ（0778）53-2705

■福井・奥越グループ ＴＥＬ（0778）53-2702
　福井市・大野市・勝山市・永平寺町

■丹南グループ ＴＥＬ（0778）53-2704
　鯖江市・越前市・池田町・南越前町・越前町

■坂井・あわらグループ ＴＥＬ（0778）53-2712
　坂井市・あわら市

■家畜診療所 ＴＥＬ（0778）53-2719

若 狭 支 所    0120-56-5312
〒917-0241 小浜市遠敷49-1-2
 ＴＥＬ（0770）56-5300㈹
 ＦＡＸ（0770）56-5306
　敦賀市・小浜市・美浜町・高浜町・おおい町・若狭町

奥越連絡所
〒912-0083 大野市明倫3-37
 ＴＥＬ（0779）64-4020
坂井連絡所
〒919-0526 坂井市坂井町上兵庫40-15
 ＴＥＬ（0776）72-0078
 ＦＡＸ（0776）72-0085

ホームページアドレス  https://www.nosai-fukui.jp/

黒
松
と
初
雪
か
ず
ら
の
寄
せ
植
え

　
黒
松
の
葉
を
す
か
し
て
、
初
雪
か
ず
ら
と
器
に

植
え
、
針
金
で
形
を
作
り
、
足
元
に
苔
を
入
れ
る
。

　
６
月
頃
、
黒
松
の
芽
を
切
る
と
、
こ
れ
以
上
伸

び
な
い
。
芽
を
切
ら
な
い
場
合
は
、
新
芽
が
伸
び
、

そ
の
分
だ
け
大
き
く
な
る
。

　
本
来
な
ら
松
の
種
は
、
開
い
た
松
か
さ
か
ら
落

ち
る
。
今
回
は
、
松
か
さ
に
黒
松
の
種
を
植
え
て

２
年
目
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

福井県農業共済組合

＜ご意見・お問い合わせ＞ ＜facebook  NOSAI福井＞

イイね！ シェアお願いします。

福井

取材協力
みくに園　三國湊店
坂井市三国町南本町３丁目２-10

発行


